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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

・病棟より2名、通所リハビリテーション室へローテーション予定である。

　「玉木　良子　7/25」「村越　博子　7/26」

· 7月小坂Dr勉強会の予定表が出ているので、各自確認し出席する事。

· プログラムの作成方法変更について

プログラムの実施計画書の作成時に今までの内容に付け加えて、「プログラムの目的の明確化」と「目的に対するスタッフのアプローチ方法」の検討を行っていく。

具体的には、「体育館の運動プログラム」の目的にもたくさんの種類がある。・体力作り・残存能力の維持・反射能力の向上・メンバー同士の交流の場・協調性の獲得等。

これらの目的の中で、どの目的に焦点をあてプログラムを行っていくのか？またスタッフはその目的達成のために具体的にどのようにメンバーへ接していくのかを検討し、作成することとする。

· カンファレンス記録について

※「記録は必ず当日中に作成し、室長へ確認を取り回覧すること。」

※ナイトケア勤務者は休憩時間が3時～4時であり、5時までの回覧が難しい為、基本的にカンファレンス記録は行わないこととする。

· 金曜日に必ずカンファ記録を5日分まとめ、ファイルに綴じ外来看護師へ渡す。

＜外来より＞

種本　サハ様～レストランへ早目に移動するようになったので、足への負担は軽くなったと話されている。

横町　浩　様～母様が退院したとのこと。車を運転してみたいと話されている。

田名部　一樹様～青山荘にて、新山様に殴られた件について話され「昔にも一度殴られた事があった。もう新山さんとは会いたくない。」と不安を訴えられている。一度殴られた事があった。もう新山さんとは会いたくない。」と不安を訴えられている。

北嶋　剛様～喉の痛みを訴えられ風邪薬処方されている。

関口　禅様～五十肩について、「明日病院へ湿布をもらいにいく。」と話されている。

大釜　久直様～「あそこは医事課ですか？正式には何という名前なのですか？」と唐突に話され、会話が噛合わないことがある。

其田　淑子様～日中の眠気の訴えある。外来医より今現在強い眠剤は処方されていないため、様子を見て、次回の外来時に主治医へ相談するように勧めている。

第６回就労前準備段階プログラム内容報告

参加者・大久保様、関様、中村様

本日の内容：①電話対応について（ＲＰを用いての実践練習）

　　　　　　②報・連・相の重要性と会社の中での人間関係について

　　　　　　③宿題「あなたはどのような人ですか？」原稿用紙１枚にまとめる

電話対応では全員に共通して、極度の緊張、早口、滑舌が悪い、ことが見られるため指摘している。個人別には

大久保様：内容を簡潔に伝える（話しすぎない）事、緊張に少しづづ慣れていくこと、

中村様　：ゆっくりと落ち着いて話す事、緊張すると気分の高揚が見られる事

関様　　：極度の緊張のため話すべき内容をつたえる事が出来なかったため、今後ＲＰ等を行い慣れていくこと。

を伝えている。

宿題については、発表の強制は行わないので、自分の良い面、悪い面を客観的に書くように伝えている。

＜通リハ評価＞

デイケア　澤　昌利　様　統合失調症
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＜検討＞

問題点：①プログラム時に集中力の持続が困難であること、②交流関係が特定メンバーに限られている事、③体重の増加傾向

改善策：

①・本人の興味のあるプログラム（運動プログラム等）から一時間集中出来るように声掛けを行い、出来た場合の評価、フィードバックを行う。又プログラムの中に、本人の役割を与えるようにしていく。

2 ・チームを組むプログラムを活用し、メンバーと話す機会を提供していく。

・スタッフが介入し、他メンバーとの繋ぎ役を行ってみる。

3 ・イケメンへの導入を本人と検討していく




















































